
  

 

           令和６年度 事業報告 
 

 

令和６年５月２７日に開催された通常総会の議決に従い下記事業を行っ

た。 

  

１ 研究会の開催 

  加速器科学の推進に寄与することを目的とする「加速器科学研究会」 

安全保障問題の実情を理解する「特別セミナー」を 各２回、計４回  

開催した。 （別紙、令和６年度事業一覧をご参照願います） 

 

  

２ 事業報告書の作成および配布 

  「加速器科学研究会」、並びに「特別セミナー」の講演をまとめ、      

下記報告書を刊行。 

 

 令和７年５月  「加速器科学研究会」、並びに「特別セミナー」の 

          令和６年度報告書作成 

 

 

 

 

 



令和６年度 事業一覧 
 

【加速器科学研究会】 

 
令和６年５月２７日（月）： 13:30～１５：３０ 

会場 赤坂インターシティコンファレンス  

講師 小玉 祥司 （日本経済新聞編集委員） 

演題 「ILCと宇宙 ～科学が強める日米連携～」  

      

講師 浅井 祥仁 （ＫＥＫ 高エネルギー加速器研究機構長） 

演題 「ＩＬＣ推進の現状 グローバル計画の展開」  

      

 

令和６年９月２日  

会場 赤坂インターシティコンファレンス 

講師 村山 斉 

演題 「リニアコライダーが拓く未来 ～宇宙誕生のなぞに迫る～」 

    カルフォルニア大学バークレー校教授 

東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構国際高等研究所特別教授 

       

 

 

【特別セミナー】 
 

令和 6年 7月 12日（金） 

（開会にあたり「高市早苗経済安全保障担当大臣からのビデオメッセージ」奉読） 

会場 ＡＮＡインターコンチネンタルホテル 

講師 峯村健司 （一財）キヤノングローバル戦略研究所主任研究員  

演題 「『煙の出ない戦争』インテリジェンスの実態  

～日本はどのように備えるのか～」 

 

  令和６年１０月２８日（月） 

会場 ＡＮＡインターコンチネンタルホテル） 

講師 加藤 良三 （元駐米大使・現 JR東海顧問） 

演題 「新体制下の日米安全保障」 

    ～経済力・科学技術力・文化力・国防を抑止力の源泉として～ 

 

  

 

 



（単位：円）

　1）収入の部 決算額 　2）支出の部　 決算額

　前期繰越収支差額　 11,923,995

　1.　管理関係収入 　1.　事業費 (18,533,564)

　　　　会費収入 24,260,000 　　　　人件費 5,809,200

　　　　借館費 3,053,960

　２．雑収入 　　　　研究会費 3,939,413

　　　　助成金収入 2,142,749 　　　　報告書作成費 530,410

　　　　事業管理費 5,200,581

　３．受取利息 4,135 　2.　一般管理費 (4,188,032)

　　　　人件費 1,452,300

　　　　借館費 763,490

　　　　事務管理費 1,972,242

　　当期収入合計 26,406,884 　　当期支出合計 22,721,596

　　当期収支差額 3,685,288

　　次期繰越収支差額 15,609,283

収　支　計　算　書
（令和6年4月1日から令和7年3月31日）



（単位：円）

　1）　資産の部 金　　額 　2）　負債の部 金　　　額

　　　　　

　1.　流動資産 　1.　流動負債

　　　　　現金預金 14,702,720 　　　　　未払金 636,000

　　　　　預り金 47,437

　（流動資産合計） (14,702,720) 　（流動負債合計） (683,437)

　2.　固定資産

　　　　　器具備品 104,671

　　　　　保証金 1,590,000

　　　　負債合計 683,437

　（固定資産合計） (1,694,671) 　3）　正味財産の部

　　　　　　正味財産 15,713,954

（うち当期正味財産増加額） (3,335,859)

　　資産合計 16,397,391 　負債及び正味財産合計 16,397,391

貸　借　対　照　表
（令和7年3月31日現在）



　1.　重要な会計方針

　　　（1）　固定資産の減価償却

　　　　　　　定率法による。

　　　（3）　資金の範囲について

　　　　　　　資金の範囲には、現金・預金・未収入金・前払金・仮払金・敷金・保証金・未払金

　　　　　　　前受金及び預り金を含めている

２．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期末残高

　　現金預金 10,771,444 14,702,720

　　仮払金 399,300

　　敷　　　金 213,800

　　保証金 1,590,000 1,590,000

合　　　　計 12,974,544 16,292,720

　　未払金 1,019,963 636,000

　　預り金 30,586 47,437

合　　　　計 1,050,549 683,437

次期繰越収支差額 11,923,995 15,609,283

　3.　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　　　　（直接法により減価償却を行っている。）

（単位：円）

　　科　　　　　目 取得価額　 減価償却累計額 当期末残高

　　器具備品 591,369 486,698 104,671

　　合　　　　　計 591,369 486,698 104,671

財務諸表に対する注記



（単位：円）

　　　　科　　　　　　　　　　　　　目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　　1.　経常増減の部

　　　（1）経常収益

　　　　　　①　会費収入 24,260,000

　　　　　　②　受取利息 4,135

　　　　　　　　　　経常収益計 24,264,135 24,264,135

　　　（2）経常費用

　　　　　　①　事業費

　　　　　　　　人件費 5,809,200

　　　　　　　　借館費 3,053,960

　　　　　　　　研究会費 3,939,413

　　　　　　　　報告書作成費 530,410

　　　　　　　　事業管理費　注1） 5,284,316

                     事業費計 18,617,299

　　　　　　②　一般管理費

　　　　　　　　人件費 1,452,300

　　　　　　　　借館費 763,490

　　　　　　　　事務管理費　注2） 1,993,176

　　　　　　　　　一般管理費計 4,208,966

　　　　　　　　　経常経費計 22,826,265

　　　　　　　　　当期経常増減額 1,437,870

　　２．　経常外増減の部

　　　　（1）経常外収益

　　　　　　　助成金収入 2,142,749

　　　　　　　　　経常外収益計 2,142,749 2,142,749

　　　　（2）経常外費用

　　　　　　　　　電話加入権除却損 244,760

　　　　　　　　　経常外費用計 244,760 244,760

　　　　　　　　　当期一般正味財産増減額 3,335,859

　　　　　　　　　一般正味財産期首残高 12,378,095

　　　　　　　　　一般正味財産期末残高 15,713,954

Ⅱ　正味財産期末残高 15,713,954

正味財産増減計算書
（令和6年4月1日から令和7年3月31日）

金　　　　　　　　　額



（単位：円）

　　　　科　　　　　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　　1.　経常増減の部

　　　（1）経常収益

　　　　　　①　会費収入 24,260,000 26,510,000 -2,250,000

　　　　　　②　受取利息 4,135 50 4,085

　　　　　　　　　　経常収益計 24,264,135 26,510,050 -2,245,915

　　　（2）経常費用

　　　　　　①　事業費

　　　　　　　　人件費 5,809,200 8,227,600 -2,418,400

　　　　　　　　借館費 3,053,960 3,541,920 -487,960

　　　　　　　　研究会費 3,939,413 3,209,891 729,522

　　　　　　　　報告書作成費 530,410 526,350 4,060

　　　　　　　　事業管理費　注1） 5,284,316 5,560,680 -276,364

                     事業費計 18,617,299 21,066,441 -2,449,142

　　　　　　②　一般管理費

　　　　　　　　人件費 1,452,300 2,004,400 -552,100

　　　　　　　　借館費 763,490 885,480 -121,990

　　　　　　　　事務管理費　注2） 1,993,176 2,397,027 -403,851

　　　　　　　　　 一般管理費計 4,208,966 5,286,907 -1,077,941

                    経常経費計 22,826,265 26,353,348 -3,527,083

                    当期経常増減額 1,437,870 156,702 1,281,168

　　２．　経常外増減の部

　　　　（1）経常外収益

　　　　　　　　助成金収入 2,142,749 2,243,516 -100,767

　　　　　　　　　経常外収益計 2,142,749 2,243,516 -100,767

　　　　（2）経常外費用

　　　　　　　　電話加入権除却損 244,760 244,760

　　　　　　　　　経常外費用計 244,760

                    当期一般正味財産増減額 3,335,859 2,400,218 935,641

　　　　　　　　　一般正味財産期首残高 12,378,095 9,977,877 2,400,218

　　　　　　　　　一般正味財産期末残高 15,713,954 12,378,095 3,335,859

Ⅱ　正味財産期末残高 15,713,954 12,378,095 3,335,859

（令和6年4月1日から令和7年3月31日）

正味財産増減計算書



注1）　事業管理費内訳

（単位：円）

　　科　　　　目 金　　　　額

  　退職金給付費用 144,000

  　業務委託費 528,000

  　法定福利費 370,253

　　広告宣伝費 333,750

　　事務消耗品費 90,643

　　消耗品費 147,519

　　水道光熱費 126,440

　　旅費交通費 670,478

　　支払手数料 158,400

　　交際費 896,103

　　通信費 268,882

　　修繕費 3,960

　　会議費 1,184,934

　　リース料 204,204

　　新聞図書費 6,820

    減価償却費 83,735

　　雑費 66,195

　　合　　　計 5,284,316

注2）　事務管理費内訳

（単位：円）

　　科　　　　目 金　　　　額

　　退職金給付費用 36,000

　　業務委託費 132,000

　　法定福利費　 92,564

　　事務消耗品費 23,163

　　消耗品費 31,873

　　水道光熱費 31,609

　　旅費交通費 91,942

　　支払手数料 928,950

　　租税公課 70,000

　　通信費 83,221

　　修繕費 990

　　会議費 393,844

　　リース料 47,036

　　減価償却費 20,934

　　雑費 9,050

　　合　　　　計 1,993,176



（単位：円）

Ⅰ　資産の部

　　1.　流動資産

　　　　（1）現金預金

　　　　　　　現金

　　　　　　　　現金手許有高 41,697

　　　　　　　普通預金

　　　　　　　　みずほ銀行赤坂支店 13,013,073

　　　　　　　　三井住友銀行赤坂支店 348,124

　　　　　　　　三井住友銀行赤坂支店 397,943

　　　　　　　　三菱東京ＵＦＪ銀行虎ノ門中央支店 901,883

14,702,720 14,702,720

　2.　固定資産

　　　　（1）器具備品 104,671

　　　　（2）保証金

　　　　　　㈱十全 1,590,000 1,694,671

　　　資　　産　　合　　計 16,397,391

Ⅱ負債の部

　　１．流動負債

　　　　（1）未払金

　　　　　　３月分給料 570,000

　　　　　　委託外注費 66,000

636,000

　　　　（2）預り金

　　　　　　源泉所得税 47,437 683,437

　　　負　　債　　合　　計 683,437

財　産　目　録
（令和7年3月31日現在）
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